和歌山県立考古民俗博物館（仮称）基本構想（概要版）
●古墳時代の紀伊よりみた地域間交流と国際交流　
※朝鮮半島・九州との交流等
●和歌山の伝統文化の特色と地域間交流
　※紀州人による生業技術の伝播
熊野信仰の全国波及等
●災害との戦い

展示・教育普及の課題
フィールドミュージアム・岩橋千塚と
博物館の連絡・相互活用の強化
移築民家の活用と博物館展示との連絡


Yレンジ
てん

管理・運営の課題
資料の収蔵施設の慢性的不足
入館者数の減少（2万人未満/年）　
業務バランス（展示・教育普及・史跡整備）の見直し

Yレンジ
てん

施設の課題
現資料館の老朽化（築48年）
展示・収蔵環境　文化庁推奨基準を満たさず
ユニバーサルデザインへの対応

Yレンジ
てん


　　　　和歌山県における考古学・民俗学の調査・研究の拠点へ





理念
研究する

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山県の考古資料と民俗文化財の収集・保存
重要文化財等の適切な保存






保存する



●重要文化財指定等の促進と収蔵・展示
　 ※西庄遺跡出土品（考古）
　　　紀北地方の農具コレクション（民俗）


県民と、あらゆる利用
者の学びの場を形に



国内最大規模の古墳群・
岩橋千塚を活用した博物館





見せる・学ぶ


●古墳・石室・埴輪への関心を高めフィールド（園内）へと誘う展示
●世界遺産と無形文化遺産、日本遺産等の紹介
●子供博物館の整備


文化財を活用した地域振興・観光振興への貢献




博物館活動を通じた国際交流の促進




交流する



施設方針
和歌山県立考古民俗博物館（仮称）の整備
●特別史跡岩橋千塚古墳群と一体で整備　　●文化庁推奨基準を満たした展示・収蔵環境整備　
●歴史的建造物としての現資料館の保存・活用　　●新館の建設　　●体験広場・屋外展示・駐車場の整備　　　　　

